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1．研究の概要図 
  この応募用紙に記載する研究の概要を以下の枠内に図式を用いて、概要図を作成してください。 

研究課題名 地方公共交通におけるガバナンスと地域福祉に関する研究 
  

図 1 地方公共交通における社会的課題と学術的課題 

 
 

図 2 これまでの交通論研究のフレームワーク 

 

 

 

 

 

 

これまでの交通論のアプローチ 

モータリゼーションと前後して交通工学の視点から研究が行われ、

システムや技術への着目が高まる中、経済学の視点からコストや

運賃体系に関わる理論が展開されてきた 

 

 

既存の研究に不足している視点 

地域の実態に沿ったものが少なく、運行システムや経済的な 

効果に焦点が当てられている。交通工学・交通経済学の二つの 

分析視座から地方公共交通を捉えることが困難に 

 

図 3 本研究での社会学視点を用いたフレームワーク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
既存の交通論研究で蓄積されてきたフレーム 

ワークを活用し、これらに社会学視点を加えること

により、運行主体のガバナンスの必要性に着目 

「住民のための地方公共交通」について再検討 
 

本研究では、社協の地域福祉視点に着目 
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